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部隊集合教育「レンジャー」
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中部方面隊創隊６０周年記念行事
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表紙写真：部隊集合教育「レンジャー」（第３６普通科連隊）

３Ⅾレディー
ただ今奮闘中
一隅を照らす
趣味あり〼

第３師団隊員紹介コーナー

職場の豆知識

近畿２府４県の旅
和歌山県 生石高原～ススキの大海原～

ハロウィン

 



第
７
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

小
野
田
１

佐
）
は
８
月
24

日
（
月
）
か
ら
、
第
36

普

通
科
連
隊
（
連
隊
長

伊
藤
１
佐
）
は
９
月

15

日
（
火
）
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
部
隊
集
合

教
育
「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
を
実
施
中
で
あ
る
。

第
７
普
通
科
連
隊
は
、
学
生
長

北
井
３

曹
を
核
心
に
15

名
が
、
第
36

普
通
科
連
隊

は
、
学
生
長

大
坪
２
曹
を
核
心
に
23

名

が
約
２
ヶ
月
間
の
基
礎
訓
練
に
お
い
て
識
能

１ ３ 師 団 だ よ り 第１３５号 ２０２０年（令和２年） １０月

を
習
得
し
た
。

第
７
普
通
科
連
隊
は
、
10

月
20

日
、

第
36
普
通
科
連
隊
は
、
11
月
３
日
か
ら
行

動
訓
練
を
開
始
し
た
。
行
動
訓
練
は
、

約
１
ヶ
月
間
、
よ
り
過
酷
な
環
境
に
お

い
て
厳
し
い
任
務
を
遂
行
す
る
。
各
連

隊
の
学
生
達
は
、
栄
光
の
レ
ン
ジ
ャ
ー

き
章
を
そ
の
胸
に
輝
か
せ
る
日
を
目
指

し
、
挑
戦
の
日
々
を
継
続
す
る
。

体力調整３－３（１０マイル走）（第７普通科連隊）

障害走（囲壁登降）
（第７普通科連隊）

障害走（低鉄条網通過）
（第７普通科連隊）

体力調整２－２（かがみ跳躍）
（第３６普通科連隊）

体力調整２－２（懸垂）
（第３６普通科連隊）



２ ３ 師 団 だ よ り 第１３５号 ２０２０年（令和２年） １０月

師
団
（
師
団
長

山
根
陸
将
）
は
、
令
和
２
年
９
月
15
日

か
ら
10
月
９
日
ま
で
の
間
、
師
団
隷
下
全
14
コ
部
隊
の
初
度

視
察
を
行
い
、
部
隊
の
状
況
を
確
認
し
た
。

師
団
長
は
、
各
部
隊
に
対
す
る
訓
示
に
お
い
て
、
着
任
時

に
示
し
た
統
率
方
針
「
創
造
」
及
び
要
望
事
項
「
鍛
錬
せ
よ

挑
戦
せ
よ

そ
し
て
結
集
せ
よ
」
に
つ
い
て
、
そ
の
想
い
と

熱
意
を
自
ら
の
言
葉
で
直
接
各
隊
員
に
伝
え
、
徹
底
し
た
。幹部挨拶（第３特科隊）

出迎え（第３後方支援連隊）

隊内巡視（第３施設大隊）

師団長訓示

部隊長等懇談（第３飛行隊）歓迎演奏（第３音楽隊）

隊内巡視（第３高射特科大隊）

師団長訓示（第３偵察隊）

師団長旗手下番（第３特殊武器防護隊）

状況報告（第３戦車大隊）

隊内巡視（第３通信大隊）師団長訓示（第３師団司令部付隊）

儀じよう（第３７普通科連隊） 儀じよう（第３６普通科連隊） 出迎え（第７普通科連隊）



３ ３ 師 団 だ よ り 第１３５号 ２０２０年（令和２年） １０月

師
団
（
師
団
長

山
根
陸
将
）
は
、

令
和
２
年
10
月
４
日
（
日
）
、
伊
丹

駐
屯
地
（
兵
庫
県
）
に
お
い
て
挙
行

さ
れ
た
中
部
方
面
隊
創
隊
60
周
年
記

念
行
事
に
参
加
し
た
。

観
閲
式
に
お
い
て
は
、
観
閲
部
隊

指
揮
官
と
し
て
副
師
団
長

田
中
陸

将
補
以
下
、
人
員
３
７
１
名
、
車
両

61
両
が
師
団
の
威
容
を
示
し
た
。

記
念
行
事
は
、
「
60
年
の
絆
と
感

謝
、
そ
し
て
未
来
へ
」
を
テ
ー
マ
に

挙
行
さ
れ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
一
般
公

開
が
中
止
と
な
る
中
、
行
事
の
内
容

は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
お
い
て
全
国
へ

広
く
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
た
。

ラ
イ
ブ
配
信
で
は
、
中
部
方
面
隊

と
ア
ニ
メ
「
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
」
と
の
コ
ラ

ボ
企
画
に
よ
り
、
記
念
行
事
の
内
容

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
紹
介
し
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
も
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

観閲部隊指揮官 副師団長 田中陸将補

観閲行進（第３７普通科連隊）

信太菊水太鼓と宇治鳳凰太鼓のコラボ演奏
（信太菊水太鼓:第３７普通科連隊）

第
３
師
団
隷
下
各
部
隊

が
、
各
所
在
す
る
駐
屯
地

に
お
い
て
令
和
２
年
７
月

１
日
か
ら
実
施
中
で
あ
っ

た
新
隊
員
特
技
課
程
・
一

般
陸
曹
候
補
生
（
後
期
）

教
育
は
、
10
月
８
日
を
も

っ
て
、
全
て
の
課
程
の
教

育
を
修
了
し
た
。

教
育
を
修
了
し
た
新
隊

員
５
３
４
名
は
、
各
職
種

部
隊
に
お
い
て
更
に
専
門

的
な
知
識
・
技
能
を
修
得

す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
隊
へ
と
配
属
さ
れ
た
。

修了証書の授与（第３施設大隊）
区隊旗の返還（第７普通科連隊） 成績優秀者褒賞（第３後方支援連隊）

連隊歌斉唱（第３７普通科連隊）同期との惜別（第３高射特科大隊）

第
36
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

伊
藤
１
佐
）
及
び
第
３
特
科
隊
（
隊
長

髙
倉
１
佐
）
は
、
令
和
２
年
９
月
20
日
（
日
）
、

兵
庫
県
尼
崎
市
及
び

三
木
市
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
兵
庫
県
・
阪
神
地
域
合
同
防
災
訓
練
に
参

加
し
た
。

本
防
災
訓
練
で
は
、
救
出
救
助
訓
練
を
第
36
普
通
科
連
隊
が
、
給
食
支

援
訓
練
を
第
３
特
科
隊
が
行
い
、
災
害
対
処
能
力
の
向
上
及
び
各
自
治
体

等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
態
勢
の
強
化
を
図
っ
た
。

第
３
戦
車
大
隊
（
大
隊
長

鈴
木
１
佐
）

は
、
令
和
２
年
９
月

20
日
（
日
）
、
滋
賀
県
東
近
江
市
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
滋
賀
県
合
同
防

災
訓
練
に
参
加
し
た
。

本
防
災
訓
練
は
、
対
策
本
部
運
営
訓
練
及
び
現
地
本
部
運
営
訓
練
を
通

じ
て
各
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
に
関
す
る
車
両
の
養
生
要
領
の
展
示
等
を
実
施
し
、
自

衛
隊
に
対
す
る
理
解
の
獲
得
及
び
防
衛
基
盤
の
拡
充
を
図
っ
た
。

マイクロバス養生要領の展示

救出救助訓練（第３６普通科連隊）

野外炊具１号による給食支援訓練
（第３特科隊）

対策本部運営訓練（右：大隊長）



４ ３ 師 団 だ よ り 第１３５号 ２０２０年（令和２年） １０月

第３通信大隊第２中隊

陸士長 徳丸 桃子

今
回
は
、
第
３
通
信
大
隊
第
２
中
隊
共
用
通
信

小
隊
に
所
属
す
る
徳
丸

桃
子
（
と
く
ま
る

も

も
こ
）
士
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
徳
丸
士

長
は
、
新
隊
員
後
期
通
信
教
育
隊
、
搬
送
通
信
教

育
の
助
手
と
し
て
、
時
に
は
厳
し
く
、
時
に
は
懇

切
丁
寧
に
新
隊
員
を
善
導
す
る
隊
員
で
す
。

Ｑ

出
身
地
は
。

Ａ

和
歌
山
県
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

父
が
自
衛
官
で
あ
り
、
同
じ
自
衛
官

と
い
う
職
業
に
魅
力
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ

部
隊
の
魅
力
・
や
り
が
い
は
。

Ａ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
知
識
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

Ｑ

自
身
の
経
験
の
中
で
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

新
隊
員
後
期
教
育
で
ア
ン
テ
ナ
を
一
人

で
建
て
る
こ
と
が
体
力
的
に
も
き
つ
く
、

苦
労
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

心
に
残
る
経
験
は
。

Ａ

全
て
初
め
て
の
前
期
教
育
で
す
。

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
。

Ａ

一
年
先
輩
の
女
性
自
衛
官
で
す
。
と
て
も

ス
ト
イ
ッ
ク
で
あ
り
、
努
力
家
な
と
こ
ろ

を
尊
敬
し
て
ま
す
。

Ｑ

趣
味
は
。

Ａ

旅
行
と
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
で
す
。

第３７普通科連隊第２中隊

１等陸曹 森口 貴博

第３特殊武器防護隊

１等陸曹 黒木 佳

今
回
は
、
第
37
普
通
科
連
隊
第
２
中
隊
の

森
口

貴
博
（
も
り
ぐ
ち

た
か
ひ
ろ
）
１

曹
を
紹
介
し
ま
す
。

森
口
１
曹
は
、
平
成
11

年
４
月
に
入
隊
、

重
迫
撃
砲
中
隊
に
配
置
・
勤
務
し
た
の
ち
、

平
成
23
年
３
月
中
央
即
応
連
隊
（
宇
都
宮
）

で
勤
務
し
、
南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊

へ
の
派
遣
を
経
て
、
現
在
は
、
第
37
普
通
科

連
隊
第
２
中
隊
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
３
月
か
ら
は
、
訓
練
准
尉
と
し

て
、
中
隊
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
関
係

所
掌
と
の
調
整
・
連
携
を
行
い
、
訓
練
基
盤

を
整
え
る
等
、
中
隊
の
円
滑
な
隊
務
運
営
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
業
務
を
行
い
な
が
ら
も

自
身
の
体
力
向
上
や
戦
技
能
力
の
向
上
に
も

取
り
組
み
、
令
和
元
年
度
師
団
ベ
ス
ト
戦
士

「
小
銃
射
撃
・
89
式
小
銃
・
陸
曹
の
部
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
卓
越
し
た
射
撃
技
術

を
も
っ
て
、
中
隊
隊
員
の
指
導
に
あ
た
り
、

令
和
元
年
度
連
隊
基
本
射
撃
競
技
会
に
お

い
て
第
２
中
隊
「
優
勝
」
の
原
動
力
と
な
り

ま
し
た
。

第３６普通科連隊第２中隊

３等陸尉 黒木 紳之助

今
回
は
、
36
連
隊
２
中
隊
に
所
属
す
る
黒
木

紳
之
助
（
く
ろ
き

し
ん
の
す
け
）
３
尉
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
黒
木
３
尉
は
、
第
３
小
隊
長

と
し
て
日
々
訓
練
、
業
務
に
邁
進
中
で
す
。

Ｑ

自
衛
隊
入
隊
、
幹
部
候
補
生
学
校
入
校
時
期
は
。

Ａ

一
般
大
学
卒
業
後
、
平
成
29
年
4
月
に
自
衛

隊
に
入
隊
、
そ
の
後
一
般
幹
部
候
補
生
試
験
に

合
格
し
、
平
成
31
年
３
月
に
入
校
し
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
た
き
っ
か
け
（
動
機
）
は
。

Ａ

新
隊
員
教
育
隊
区
隊
長
の
教
育
す
る
姿
に
憧

れ
、
私
も
区
隊
長
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い

幹
部
候
補
生
を
受
験
し
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

辛
か
っ
た
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
で

も
同
期
と
協
力
し
合
え
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
自

分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ

小
銃
小
隊
長
と
し
て
隊
員
と
と
も
に
訓
練
を

実
施
し
、
小
隊
の
現
状
を
掌
握
し
て
訓
練
計
画

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

幹
部
と
し
て
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は
。

Ａ

自
分
の
考
え
が
隊
員
に
伝
わ
っ
た
時
、
ま
た

隊
員
と
と
も
に
訓
練
を
行
い
、
そ
の
任
務
を
達

成
し
た
時
で
す
。

Ｑ

幹
部
任
官
後
、
最
も
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

自
分
の
企
図
を
隊
員
に
徹
底
す
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
て
何
か
変
化
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

幹
部
と
し
て
、
自
分
の
発
言
と
行
動
に
責

任
を
も
つ
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

Ｑ

部
隊
等
の
隊
員
に
一
言

Ａ

日
々
成
長
さ
せ
て
も
ら
い
、
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
隊
員
を
守
れ
る
指
揮
官
に

な
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
ま
す
。

最
後
に
な

り
ま
す
が
、

隊
員
か
ら
の

信
頼
の
厚
い

森
口
１
曹
は
、

第
37

普
通
科

連
隊
の
模
範

隊
員
で
あ
り
、

今
後
も
、
よ

り
一
層
の
活

躍
を
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

師団No.１の射撃能力

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

通
信
に
関
す
る
知

識
を
増
や
し
、
部
隊

に
貢
献
し
て
い
き
た

い
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

今
後
も
色
々
な
事
に

挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

第
３
特
殊
武
器
防
護
隊
の
黒
木

佳

（
く
ろ
き

け
い
）
１
曹
で
す
。
今
回

は
、
私
の
趣
味
の
「
登
山
」
を
紹
介
し

ま
す
。

私
が
登
山
を
始
め
た
の
は
、
今
か
ら

約
12

年
前
で
す
。
き
っ
か
け
は
、
部
隊

の
先
輩
か
ら
誘
わ
れ
た
こ
と
で
、
登
山

に
挑
戦
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
魅
力
に
取

り
つ
か
れ
、
以
来
登
山
の
虜
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

私
が
感
じ
る
登
山
の
魅
力
を
３
点
紹

介
し
ま
す
。
１
点
目
は
、
山
を
登
る
こ

と
で
、
自
然
に
体
力
を
向
上
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
で
す
。
２
点
目
は
、
仲
間
が
必

ず
必
要
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
一
人
で

も
楽
し
め
る
こ
と
で
す
。
３
点
目
は
、

登
り
終
え
た
と
き
の
達
成
感
、
山
頂
か

ら
の
絶
景
を
見
る
こ
と
で
、
こ
れ
が
一

番
の
魅
力
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
登
山
を
し
て
み
て

は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

屋久島での一枚
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

知
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
ま
り
知
ら
な
い

近
畿
２
府
４
県
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

２

２ 生石高原のシンボル「笠岩」

１

３

住 所：和歌山県有田郡有田川町生石

電話番号：0737-52-7345（有田川町観光案内所）

アクセス：ＪＲ藤並駅・阪和自動車道有田ＩＣから

車で60分（県道22号・国道480号を経由）

駐 車 場: あり（約２００台）無料

３ 火上げ石

１ 金色に染まるススキの大海原

今
回
は
、
和
歌
山
県
の
有
田
川
町
と
紀
美
野
町
と
の
境
界
に
広
が
る
「
生

石
高
原
」
を
紹
介
し
ま
す
。

生
石
高
原
は
、
関
西
随
一
と
い
わ
れ
る
ス
ス
キ
の
名
所
で
あ
り
、
そ
の
広

さ
は
東
京
ド
ー
ム
約
３
個
分
と
さ
れ
、
毎
年
秋
に
な
る
と
高
原
は
一
面
の
ス

ス
キ
に
覆
わ
れ
ま
す
。

ス
ス
キ
の
見
頃
は
、
10
月
上
旬
頃
か
ら
11
月
下
旬
頃
と
さ
れ
、
天
気
が
良

い
日
に
は
、
遠
く
四
国
の
山
影
や
大
阪
の
街
を
見
渡
せ
る
大
パ
ノ
ラ
マ
が
楽

し
め
ま
す
。
特
に
、
夕
日
を
受
け
て
ス
ス
キ
が
金
色
に
染
ま
る
時
間
帯
が
人

気
で
あ
り
、
多
く
の
登
山
客
が
集
ま
り
ま
す
。

非
常
に
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
で
す
が
、
こ
の
時
期
の
生
石
高
原
は
と
て
も

冷
え
込
み
ま
す
の
で
、
防
寒
対
策
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、

野
外
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
踏
ま
え

つ
つ
、
油
断
せ
ず
に
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
て
、
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

マメ

お

い

し

こ

う

げ

ん

「

ハ

ロ

ウ

ィ

ン

」

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
、
秋
の
風
物
詩
と
し
て
、
「
お
ば
け
」

等
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
仮
装
に
よ
り
気
軽
に
参
加
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
近
年
日
本
で
も
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
お
り
、
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
筆
者
の
知
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
、
子
ど
も
達
が

「
お
ば
け
」
や
「
魔
女
」
に
扮
装
し
、
近
所
の
家
々
か
ら

ね
だ
っ
た
お
菓
子
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
く
と
い
っ
た
も
の

で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
風
土
的
で
、
ど
こ
か
遠
い

世
界
の
話
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
本
来
の
目
的
な
ど
を

知
り
た
い
と
思
い
、
少
し
調
べ
て
み
ま
し
た
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
行
わ
れ
る
10
月
31
日
は
、
キ
リ
ス
ト
教

の
祝
日
で
あ
る
「
諸
聖
人
の
日
」
の
前
夜
（
ハ
ロ
ー
ズ
・

イ
ブ
）
に
あ
た
り
、
こ
れ
が
訛
っ
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
元
々
は
、
古
代
ケ
ル
ト
（
現
在

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
周
辺
）
の
祭
事
が
起
源
で
、
日
本
で
い
う

「
お
盆
」
の
よ
う
な
行
事
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
カ
ブ
な
ど

の
作
物
を
く
り
抜
い
て
「
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
・
ラ
ン
タ
ン
」

と
呼
ば
れ
る
提
灯
の
よ
う
な
も
の
を
作
成
し
、
明
か
り
を

灯
し
て
祖
霊
を
招
い
た
そ
う
で
す
。

お
盆
と
の
違
い
は
、
祖
霊
に
合
わ
せ
て
悪
霊
な
ど
も
一

緒
に
や
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
仲
間
だ
と
誤
認
さ
せ
る
た
め
に
「
お
ば
け
」
な

ど
の
姿
に
変
装
し
た
と
い
わ
れ
、
こ
れ
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に

お
け
る
仮
装
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

後
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
カ
ボ
チ
ャ
の
「
ジ
ャ
ッ

ク
・
オ
・
ラ
ン
タ
ン
」
が
一
般
的
と
な
っ
た
り
「
ト
リ
ッ

ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
」
の
掛
け
声
で
子
ど
も
達
が
お
菓

子
を
ね
だ
る
、
お
馴
染
み
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
へ
と

発
展
し
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
が
、
日
本
国
内
に
お
い
て
は
、

約
10
年
程
前
に
全
国
的
な
知
名
度
を
得
る
よ
う
に
な
り
、

現
在
で
は
皆
さ
ま
が
周
知
す
る
秋
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
年
は
「
３
密
回
避
」
な
ど
の
現
状
に
合
わ
せ
て
、
例

年
通
り
と
は
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
本
来
の
目
的
が

分
か
る
と
、
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
、
こ
の
秋
の
風
物
詩

を
し
っ
か
り
と
楽
し
め
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。

※事前の申し込みが必要になり
ます。 詳しくはＨＰをご覧くださ
い。【応募締切：１１月９日（月）】

入場無料
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